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１．共同研究の実施 

当研究室は、平成29年度から国立研究開発法人宇

宙航空研究開発機構（JAXA）と「陸域観測技術衛星

２号「だいち２号」による土砂災害監視手法の開発

に関する共同研究」を進めてきた。本研究では、だ

いち２号によって観測された合成開口レーダ（以下、

「SAR」）画像を使って土砂災害が発生した位置や範

囲を速やかに特定する方法を考案した。また、研究

期間中に発生した平成29年7月九州北部豪雨や平成

30年北海道胆振東部地震の災害対応時に考案した手

法を適用し、共同研究成果の有効性と課題を明らか

にした。これらの結果に基づき、地方整備局等にお

ける災害対応への実用化を目指して、SAR画像による

土砂災害判読調査手法について解説したマニュアル

を作成することとした。 

２．本調査手法の特長 

だいち２号の打ち上げ（平成26年）以降、国内各

地のアーカイブ画像が多量に蓄積されてきた。本研

究では、これらを活用して災害前後の変化を可視化

することで、単偏波SAR画像による高度な判読技術を

必要とせずに、直感的で容易な目視判読を可能とし

た。図に示すように、従来のSAR画像を用いた土砂災

害調査では斜面崩壊による地形変化や湛水域の形成

を画像の濃淡で読み取る必要があった（図中段：国

総研資料No.760）が、本手法では変状部分を着色し

て災害初動時における迅速な情報提供を実現した

（図下段）。 

また、近年多発している大規模な土砂災害の多く

において本手法を適用してきた。実際の災害対応で

得られた本手法による判読精度や特性、対応に要し

た時間など情報は、地方整備局等で実用化を検討す

る際の重要な資料となる。本手法による運用面の情

報に加え、衛星と斜面方向の関係による特性の違い

などの各種条件を整理し、迅速かつ的確な初動対応

を実現した事例としてガイドラインに示す。 

国総研撮影(2017/07/10)

斜面崩壊状況を撮影した斜め写真
（平成29年7月九州北部豪雨、大分県日田市）

単偏波SAR画像による判読
(国総研資料No.760)

本手法の適用結果
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図 本手法の適用による視認性向上結果 

３．ガイドラインの作成 

本共同研究成果は、国総研資料第1110号「合成開

口レーダ（SAR）画像による土砂災害判読の手引き」

として発行した。 

☞詳細情報はこちら 

1) 国総研資料 No.1110 

2）土木技術資料 Vol.61 No.12 2019 pp.16-19 
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